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令和３年度第１回青森県男女共同参画審議会 

 

日 時 令和３年７月５日（月） 

１４：００～１５：４５ 

場 所 アピオあおもり 大研修室１ 

 

【出席委員】大矢委員、山下委員、清水委員、葛西委員、小笠原裕委員、大澤委員、佐々木

委員、辺田委員、三上委員、小笠原尚子委員、久保田委員、千田委員、蒔苗委員、林委員 

【欠席委員】松木委員 

 

【議事次第】 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議 事 

（１）「第４次あおもり男女共同参画プラン２１」の進捗状況について 

（２）次期あおもり男女共同参画プラン事務局素案について 

（３）次期あおもり男女共同参画プラン関連事業一覧（案）について 

（４）次期プラン事務局素案に対する意見等 

（５）その他 

４ 閉会 

 

【配布資料】 

資料１  第４次あおもり男女共同参画プラン２１の進捗状況 

資料２  次期あおもり男女共同参画プラン事務局素案 

資料３  次期あおもり男女共同参画プラン関連事業一覧（案） 

資料４  次期あおもり男女共同参画プランの策定スケジュール（案） 

資料５  男女共同参画に関する審議会委員からの意見 

資料６  次期プラン事務局素案に対する委員からの意見等について 
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（司会） 

 それでは定刻となりましたので、ただ今から令和３年度 第１回 青森県男女共同参画審

議会を開催いたします。 

はじめに環境生活部長の佐々木からご挨拶を申し上げます。 

 

（佐々木部長） 

 皆さんこんにちは。改めまして、生活環境部長の佐々木でございます。本日はよろしくお

願いいたします。 

では開会にあたりまして一言ご挨拶を述べさせていただきます。 

 本日は皆様お忙しい中ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。また日頃か

ら男女共同参画をはじめ県政全般にご理解とご協力をいただきまして、ありがとうござい

ます。心から感謝申し上げます。 

 さて県では、現在「第４次あおもり男女共同参画プラン２１」に基づきまして、関係団体

の皆様、企業様、そして民間の方々、各部局、関係機関さまざま連携させていただきながら、

取組を進めております。現在のプランが今年度末で期間満了ということになりますので、今

年度プランの改定の作業ということで、審議会の方をいつもよりちょっと頻回に開催させ

ていただくこととしております。今年度中に新しいプランを取りまとめたいということで、

審議会の委員の皆様からご意見を頂戴するということでお願いしております。 

前回、３月に開催いたしました審議会では、現在のプランの進捗状況ですとか、次期プラ

ンの骨格構成案についてご意見をいただきました。構成案についてはご了解をいただいた

ところでございます。 

本日は、それ以降、委員の皆様から頂戴いたしましたご意見、そして昨今の社会情勢や新

型コロナウイルス感染症の影響、こういったことを踏まえまして、事務局の方で次期プラン

の事務局素案ということでお示しさせていただきました。本日はこれを説明させていただ

きまして、皆様からご意見を頂戴したいと考えております。 

皆様には、それぞれのお立場からまた忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げ

ます。限られた時間ではございますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

 本日の会議の成立についてご報告申し上げます。 

当審査会の開催にあたっては、青森県附属機関に関する条例第６条第３項の規定により、

委員の半数以上の出席が必要とされておりますが、本日は委員１５名中１４名の方にご出

席いただいており、出席者が半数以上となっていますので、会議が成立していることをご報

告申し上げます。 

 ここで前委員の異動等に伴い、今年度から新たに委員としてご就任いただいている方を

ご紹介します。 
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 青森県立鶴田高等学校長の久保田千夏委員です。 

 特定非営利活動法人あおもり男女共同参画をすすめる会理事の林均委員です。 

 それでは議事に入ります。ここから先の議事進行は青森県附属機関に関する条例により、

会長が議長を務めることになっております。 

大矢会長、よろしくお願いいたします。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。皆様、改めましてこんにちは。短い時間で限られたなかで結構大

きな話題を取り上げますので、できるだけ皆さんのご意見をコンパクトに、でもできるだけ

伺えるようにしたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。 

 それでは次第に沿って議事を進めていきたいと思います。 

まず（１）ですけれども、「第４次あおもり男女共同参画プラン２１」の進捗状況につき

まして、事務局からご説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

 青少年・男女共同参画課の男女共同参画グループマネージャーを務めております八木と

申します。よろしくお願いいたします。それでは着席してご説明させていただきます。 

 皆様のお手元資料１をご覧ください。 

資料１、「第４次あおもり男女共同参画プラン２１」の進捗状況というタイトルが付いて

おります。全部で３枚ものの資料になってございます。１枚目が成果目標という指標のよう

なものでございます。これが１０個並んでいるペーパーとなっております。こちらでもって

進捗状況というのを毎年把握しているところでございます。 

２枚目、３枚目は参考データということで、こちらについては毎年毎年把握しきれないも

のを書いておりますので、あくまでも参考データというような位置づけで把握しているも

のということになります。ですので、まず１枚目の方をメインでご覧いただくということに

なります。 

一番右端に進捗状況という欄を設けております。×〇―を付けております。表の下のとこ

ろにその凡例が書いております。〇が達成済みもの、×が残念ながら達成できなかったもの、

―については引き続き数値確認中のものということになります。全部で１０個の項目の内

４つが目標達成済みということになっております。残念ながら今現在でもう既に達成でき

ないということが判明したものが１番目、県審議会等委員に占める女性の割合、それから８

番目、消防団員に占める女性の割合、この辺りが今もう既に×ということになっております。 

本プラン、今年度までが計画期間ということになっておりますので、まだ残りあと９ヶ月

ございます。このなかで取組を進めていき、最終的にこれらの数値を確認していくというこ

とになりますが、ザっと見た感じ、その他―のところもどちらかというと若干厳しめな数字
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なのかなというふうに考えております。 

１つご説明を加えますと、６番目、男女共同参画センター講座参加者数というのがござい

ます。こちらの右から２つ目の列の現状値のところに※２というふうに書いておりますけ

れども、この数字が随分と小さい数字になっておりますが、こちらコロナの影響でほとんど

の講座が開けなかったということもございまして、表の下の方に参考値として令和元年度

のものを掲載しております。こちらをご覧いただくと女性の参加者数などはほぼ目標値ど

おりということが見て取れるかと思います。 

以上が１０個の主な指標についての、現在計画期間中ではありますけれども、現在の進捗

状況ということになります。 

２枚目、３枚目の参考データの方はのちほどザっとご覧いただければと思います。それぞ

れにちょっと上がっているもの、ちょっと下がっているものというのもございますけれど

も、概ね、あまり変わっていない中でのちょっとの上昇、ちょっとの下降というところかと

は思います。 

大きく目立ったところを１つ申し上げますと、例えば左端、重点目標の４と書いてありま

すところ。次世代認定マーク取得企業数とか、一般事業主行動計画策定企業数、この辺りは

青森労働局様ともいっしょに進めさせていただいているところでございます。民間の企業

の皆様にも大変ご協力いただいているところではありますが、順調に伸びているところで

もありますし、来年４月からまた義務化の幅が広がるというようなところもありまして、こ

の辺りについてはまたさらなる伸びが期待できるところかなというふうに思いますので、

数ある中でも大きく動いているところということで、参考までにご紹介させていただきま

した。 

以上、資料１のご説明とさせていただきます。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。 

 今、説明いただいた内容につきまして、皆様から何か質問などありますでしょうか。ご意

見でも結構ですが。もしなければ、このあと本丸が控えておりますのでそこをやって、最終

的に最後にまたお話を伺う機会もあるかと思いますので、先に進めさせていただきますが

よろしいですか。 

 では議題の２のところです。次期あおもり男女共同参画プランの事務局素案について、そ

れから（３）も合わせて次期あおもり男女共同参画プラン関連事業一覧（案）につて、事務

局から説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

 引き続きまして、私、八木からご説明させていただきます。 

 お手元の資料、資料２、Ａ３の大きいものでございます。資料２、それから資料３はＡ３
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縦のものでございますけれども。まずは資料２の方をお手元にご用意いただきたいと思い

ます。 

 資料２、次期あおもり男女共同参画プラン事務局素案ということでご用意させていただ

きました。左に現行プラン、そして右側に次期プランの改正案を書いております。１枚目、

２枚目が目次となっております。ザっと見ていただきますと、１章・２章・３章というこの

構成は現行プランから変えておりません。そのままでございます。 

今日ご説明するのは主に第２章のところ、これが今、議長がおっしゃったところの本丸で

ございますので、こちらにお時間を割かせていただきたいと思います。１章・３章のところ

は簡単にご説明させていただきたいと思います。 

それでは１枚目、２枚目の目次は飛ばして３枚目をお願いいたします。ここからページ１

というふうに右下の方にページがふってあるかと思います。こちらが第１章でございます。

「計画の策定に当たって」というところでございます。 

主な変更点アンダーラインを引いているところではございますけれども、主な変更点の

中からさらにポイントを絞ってご説明させていただきます。このページは時点修正という

ことで、第４次のプランのことを追加した他に、下から２つ目の段落でございますけれども、

コロナについて書かせていただきました。新型コロナ、これによって従来からの課題であっ

た女性の就労環境、それから家事・育児時間の偏りの顕在化、健康に対する影響とか暴力と

か、こういったことをさまざま出てきたなというようなところを現状認識として書かせて

いただいております。こういったところが１ページの主なところということになります。 

そして２ページ目、次のページにいきますと、ここでタイトルが２となっておりまして、

「青森県の男女共同参画をとりまく状況」ということで、ここから何ページかに渡りまして

現状分析的なことを書かせていただいております。 

まずこの２ページ（１）人口減少・少子高齢化の進行。これは最新のデータを用いて現行

プランから書き換えておりますけれども、ほぼ大体中身全部人口減少「人が少なくなったな」

なんていうことを書いております。最後の２行だけ、現行プランにはなかったのですけれど

も、高齢化というところも踏まえた表現ということで、人生１００年時代というようなこと

も書き加えさせていただいております。その他は特になしということで。 

次の３ページ目にいきます。ここはちょっと見にくくなってしまいました。大変申し訳ご

ざいませんけれども、実は順番を入れ替えるということを考えておりまして、３ページ現行

プランの方（２）女性の働き方と書いておりますけど。改正案の方（３）女性の働き方と書

いております。次の４ページ、政策・方針決定過程の女性の参画、こちらと順番を入れ替え

ようというふうに思っておりました。 

１つには、３ページの方の女性の働き方。働きとか労働とかに関係するものは、（４）（５）

（６）の方と似たような流れになるかなということもありまして、そちらにまとめたいとい

うのが１つと、それから政策・方針決定過程の女性の参画というのが、実は先ほどの指標で

も１つ、実は指標が落ちている項目でもございまして、非常に危機感を持っている大事な分
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野かなということもあり、（２）ということで前の方にもってこようというふうに思ったと

いうことで、順番を入れ替えるという案にしているところでございます。 

資料の順番にご説明します。まず３ページ（３）ということにはなりますけれども、女性

の働き方。いわゆる M 字カーブということについて記載しております。これは現行プラン

でも書いておりましたけれども、出産・育児期にかけて仕事をしている方の割合が減っちゃ

うという M 字カーブ、これは青森県については全国に比べると若干 M 字カーブが緩やかに

なっていると。これは一応事実としてそのようなことを書いています。ただその背景はとな

るとまたいろいろご意見とかはあるかとは思います。単純に手放しで喜べるのかどうかと

いうところも含めていろいろあるかと思いますが、青森県らしさの１つの特徴として M 字

カーブが全国に比べて緩やかにはなっているということを記載させていただいておりまし

た。 

それから現行プランにないものとして、下の方にもう１つグラフを追加しております。こ

ちらは正規・非正規の割合について書いたものでございます。正規労働者の割合が男性の方

が多くて、女性の方が正規労働者の割合が少ないというところを棒グラフにして書いたも

のでございます。正規・非正規の問題というのもよく言われているところかと思いますので、

ここで書かせていただいておりました。 

続いて４ページをお願いいたします。「政策・方針決定過程への女性の参画」ということ

でございます。グラフ、随分趣が変わったかと思います。経年変化で比較できるグラフの方

がいいのかなというふうに思いまして、いろんな分野でございますけれども、平成２８年か

らの経年変化でもって減ってきているとか、ほぼ横ばいであるとか、そういったそれぞれの

傾向が見て取れるのではないかなというふうに思っております。 

続きまして５ページでございます。（４）「固定的性別役割分担意識」というところでござ

います。こちらは意識調査の結果を踏まえまして新しい数字に置き換えました。「妻は家庭、

夫は外」という昔からのこの考え方、これが今回の調査でははじめて「それは間違いだ。反

対だ」という方が５割を超えたということになっております。これもまた評価はいろいろご

ざいますかとは思います。傾向として、こういう反対な方が５割を超えたということで増え

てはきていると。これが現状としてそれで十分かどうかというのはまた別な話かなとは思

います。傾向としては増えてきているということをここでは書かせていただいておりまし

た。 

（５）「家庭における夫婦の役割分担」。こちらも新しい数字は置いておりますけれども、

夫及び妻の家事・育児関連の時間を比較しますと、夫が約６分の１ということで非常に少な

くなっていたことを書いております。そしてここでは書いておりませんけれど、これが今コ

ロナの影響により一層その偏りが顕在化してきているということも課題として言われてい

るところでございます。 

６ページ、（６）「ワーク・ライフ・バランス」でございます。こちらも新しい数字に置き

換えただけでございまして、文章のところはほぼ変わってないかと思います。左が理想、右



7 

 

が現実というなかで、理想は上から４つ目の仕事も家庭も優先というところが一番左に飛

び出ております。一番皆さんこういう理想を持っているのですけれども、現実を見れば一番

上の仕事を優先というところにならざるを得なくなっているというのが、右側に飛びぬけ

たグラフということで見て取れるかと思います。 

続きまして７ページでございますけれども、こちらは今回、新たに追加させていただきま

した。左側の現行プランのところは真っ白になっておりますけれども。暴力に関する現状を

書かせていただいております。前段と後段と２つ書いておりますけれど、前段の方が性暴力。

こちらはグラフのところにも書いていますけれども、あおもり性暴力被害者支援センター、

こちらで受け付けている事案数をグラフとして書いておりますが、このセンターというの

が平成２９年に新設されたものでございまして、ということもあり今回のこのプランから

載せさせていただいたというところでございます。 

併せて暴力関係ということで、下の半分の方にはＤＶ関係のことも記載させていただい

ております。 

次の８ページ、「男女の地位の平等感」というところでございます。こちらは意識調査の

新たな数字に置き換えたものとなっておりますが、依然として多くの場面で男性の方が優

位というふうに認識する方が多い。地位の平等化という意味では、平等というよりは男性の

方が優位と思う方がいろんな場面で多いということになっております。 

ここで現行プランとの大きい違いでございますけれども、現行プラン左下の方、省略して

おりますけれども、現行プランでは全国の同じようなグラフも載せておりました。結構なス

ペースを取っていたのですけれども、傾向としてはほとんど青森県と全国は変わりません。

微妙な違いとかというのはあるのですけれども、あまり変わらないかなということで、敢え

てスペースを取ってまでということは不要かなと思いまして、今回は全国の方のグラフを

削除しております。 

続きまして９ページ、（９）（１０）（１１）と、この３項目を新たに追加させていただき

ました。最新の動きの１つということで現状分析に入れさせていただいております。 

（９）がコロナ関係ですね。雇用・就労面では女性の所得に大きな影響がある。生活面で

は暴力の増加、家事・育児の負担増加、心身の健康への影響などということが懸念されると、

懸念されることがいっぱいここに書いておりますけれども。最後の２行のところは逆に新

しい働き方ということで、在宅の働き方というのは男性の家事・育児への参画が期待できる

と。そうなっていると言えるのかどうかというのは別なのでしょうけれど期待できるので

はいかというふうな状況の変化ということで書かせていただいております。 

「（１０）デジタル社会への対応」。デジタル化というところも随分今言われておりますけ

れども、もう少しでデジタル庁ができるかと思いますけれども。デジタル化については、家

事や労働が補助・代替されるというふうな意味で変わってきた、変化が起きてきた。その他、

デジタル化に対応した人材育成というようなことも書かせていただいております。こちら

の方で女性が公正に評価されればなということを記載してということで書かせていただい
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ております。 

「（１１）頻発する災害」ということでございます。災害の場面となりますと、女性や子

どもなどがより大きな影響を受けやすいということで、その災害が起きる前からの平常時

からそういったことを踏まえて、男女共同参画の視点をもって対応していくことが必要だ

というようなことを書かせていただいております。 

以上、まとめて（１２）としております。最初の３行くらいのところは同じですけれども、

後段のところで男女共同参画・女性活躍というのは、あらゆる分野において、本当に幅広い

と思いますがあらゆる分野においてその視点というのが必要であり、県民の皆様をはじめ

さまざまな主体が連携・協働していくということが重要だということをまとめとして書か

せていただいております。 

以上が県を取り巻く状況ということで分析したものでございます。ここに時間をかける

はずではなかったのに時間かかってしまいましたけれども。 

１０ページからが第２章、いよいよ本丸の方になってきます。第２章、具体の中味に入る

前に、最初一番基本的考え方ということで４ページぐらいかかっております。 

（１）の「「男女共同参画社会」の実現」という項目のところは、現行プランでも憲法と

か男女共同参画基本法というようなことを書いておりますけれども、今回、改正案では新た

にＳＤＧｓについて４行ぐらい書かせていただいておりました。ここ追加した部分という

ことになります。 

「（２）基本理念等」。ここは現行プランと変えておりません。１０ページのところが男女

共同参画推進条例、県の条例に基づく５つの理念というのを並べておりまして、１１ページ

にいきますとまん中くらいから女性活躍推進法に基づく３つの基本原則ということを書か

せていただいて、この辺りは現行プランそのままでございます。１２ページにいきますと

（３）として、めざすべき社会像ということでございます。ここは本プランが寄って立つと

ころでありますところの県の基本計画「選ばれる青森への挑戦」というのが新しくなりまし

たので、その記載に置き換えてというところでございますが。 

これを受けてまん中のところでございます、大目標を設定するというところで、この大目

標が変わっております。その大目標、今日、皆様にはじめてご提示するものということにな

ります。これまで「男女が わかち合い ささえ合う 青森県」としておりましたが、今回

の大目標「すべての人が個人として尊重され、自らの意思と選択に基づいて、自分らしく生

きられる、活力ある青森県」。やや長めかとは思いますけれども、２０年、この男女共同参

画計画を作り、条例を作り取り組んできました。２０年経っておりますけれども、今初心に

かえりまして、２０年取り組んできてもまだ変わらないところも依然としてあるわけでし

て、どういったところが課題なのかなと、いろいろ自分の方としても考えましたというとこ

ろでございまして。 

実はこの表現が県の条例の前文のところに書かれている表現、これを参考にしてほぼそ

のまま使っているようなものでございますけれども。初心に立ち返ってということで、条例
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制定当時の思いを新たにしてというようなことで、こういった大目標に変えさえていただ

いたというところでございます。 

続きまして「（４）３つの基本目標」を掲げているところは、基本目標そのものの表現と

かは後ほどご説明しますけれども、一部変わっているところはございますが、３つの柱でも

って作っているというところは１３ページにかけての記載、あまり大きく変えているとこ

ろではございません。例えば災害関係が基本目標ⅢからⅡに移ったというようなところも

ございますけれど、この辺りの大きな括りについては、前回の審議会でも皆様にご説明した

ところではございます。 

「（５）性格・期間」のところは、新たな５年間の期間にしましたということになってお

ります。 

それでは１４ページから、ここからやっと具体の内容に入っていくということになりま

す。改正点、先ほどもお話しましたが、アンダーラインを引いておりますけれども、そのな

かでも主なものに絞って簡潔にご説明したいと思います。 

１４ページをご覧ください。ここから体系が２ページに渡って書いておりますけれども。

右下に凡例が入っております。先ほど言いましたとおり、左側に現行プラン、その右側に改

正案となっていますけれど。右端にもう１つ小さな欄を設けておりまして、この欄には修正

したものについてそれぞれ理由、コロナ関係であれば●とか、法律関係であれば◇とか、そ

ういった凡例を付けておりますので、後ほどご覧いただくときにはこういったところも参

考にしていただければと思います。 

それでは１６ページをお願いします。基本目標Ⅰ、こちらはタイトルをちょっと変えさせ

ていただきました。「男女が共に」と書いていたところ、「性別に関わらず一人ひとりが活躍

できる環境づくり」というふうに書かせていただいております。委員からのご意見のなかに

あった１つを反映させてというふうなところでございます。 

「男女が」というところを「性別に関わらず一人ひとりが」というような書きぶりに変え

ているというのは、似たようなところを、このプラン全体を通して全体的に可能な範囲でそ

ういった書きぶりの修正をしております。１つ１つご説明はしませんけれども、後ほどそう

いったものがたくさん出てくるかと思います。 

まず「重点目標１ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大」となっております。こちら

の現状と課題については、２つ目の〇で現行プランでは女性活躍推進法ができたばかりと

いうことで、長々と書いておりましたが、ここはもう古い話ということで削除しております。

それから下から５行目くらいのところでしょうか、各種審議会委員への女性の登用割合が

なんでそんなに低いのだというようなところを、ちょっと要因を記載しております。専門性

の高い分野において女性人財の不足などにより、今、達成できない状況が続いているという

ふうな一文節を入れております。 

１７ページへいきますと、今度は施策の方向でございます。施策の方向は語句の整理ぐら

いでして、大きく考え方を変えたところはございません。以上ですね。 
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続きまして１８ページ。「重点目標２ 女性の人財育成と能力開発」。こちらの現状と課題

については、まず現行プランの一番右にあった〇は２番目の方に下してきました。それから

現状と課題の下から２つ目の〇、これは新しく追加したところでございます。デジタル化と

いうことで１つ項目を押して記載させていただいております。 

以上の現状と課題を踏まえての施策の方向でございますが、変えたところは１９ページ

２－④に、先ほど付け加えましたというそのデジタル化のところを踏まえて、女性に対する

デジタル知識や技能の向上のための取組推進というのを１行付け加えたというところが変

更点でございます。 

２０ページ。「重点目標３ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」のところで

ございます。現状と課題のところは随分といろいろ変わっております。例えば〇２つ目のと

ころは、近になって法改正等々というのがありました。働き方改革関連法とか女性活躍推進

法の関係について記載をしております。 

下３つの〇が新しく加えたところになります。まず新型コロナウイルス関係、柔軟な働き

方が広まってきたということで、女性活躍の場の拡大という可能性が広がってきていると、

一方、家事への負担というのがさらにいっそう偏ってきていると。いい点・悪い点、それぞ

れありますねというようなことですね。 

その次の〇もまた新型コロナウイルス関係で書いております。気兼ねなく休暇を取得で

きる環境の整備というのが、今、最近、コロナの関係でそういうふうになっておりますので、

期待できるのかなというようなことで一文書いているところでございます。 

最後の〇のところは育児・介護休業法が改正されたというのがつい先月の話でございま

すね。そちらを踏まえて環境が整備されていくというふうなことを期待していることを書

いたものでございます。 

以上を踏まえた施策の方向が２１ページの方に書かれております。大きく変えたところ

は２番ですね。現行プランでは「男性の意識を改革する」と書いていましたけれども、意識

改革すべきは男性だけでもないだろうというようなことで、ちょっと長い表現にはなって

おりますが、２番のところのタイトルも書き替えております。 

そして２９年度に新たに設置された協議会がございまして、あおもり女性活躍推進協議

会。今日、ご参加の委員の方で、こちらの方の委員も兼ねていらっしゃる委員の方もたくさ

んいらっしゃるかと思うのですけれども。女性活躍推進協議会と連携してこの取組を進め

ていきますということを明記しております。 

具体の取組として②③を追加しておりました。②が育児・介護休業法の改正を踏まえた、

右端に「改正を見込んで」と書いてありますけれども、改正になりましたので、ここちょっ

と修正漏れでございます。先月改正されておりますので、それを踏まえて②を追加していま

す。「③ あおもりイクボス宣言企業登録の推進」ということで、こちらも県の方でも今、

力を入れて、民間の企業の皆様にご協力いただいているところでございまして、こちらも一

文追加させていただいたと。その他、語句の修正ということになります。 
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２２ページ、「重点目標４ 雇用等における男女共同参画の推進」ということでございま

す。現状と課題ですが、１つ目の〇のところ、女性活躍推進法関係は大きくもう削除してし

まいました。それから２つ目の〇のところ、大きく書き換えているのは、女性活躍推進法の

改正の関係でございますね、を踏まえて大きく中身を書き換えているところでございます。 

それから下から２つ目の〇、こちらはちょっと皆様のご議論もお願いしたいと思ってカ

ッコ書きにしているところではございますけれども。新型コロナの関係で、１文書き足して

みたものではあります。「新型コロナの感染拡大によって、柔軟な働き方広がった一方、女

性が多くを占める非正規雇用労働者の解雇といった、大きな不安をもたらせています」と書

いたのですけれども。全国的には間違いなく言えるかと思います。 

ただ、青森県内で確たることが言えるのかと言いますと、実はその明確な情報データとい

うを実は集めきれなかったところなのです。なので、青森県の現状と課題としてまで書いて

いいのかどうかというところは、ちょっと不安なところではありましたが、まずは案として、

今入れたものを書かせていただいていると。そういう意味でカッコ書きを付けたものでご

ざいました。 

以上を踏まえた施策の方向というのが２３ページの方に書いております。１番目のとこ

ろは、こちらもあおもり女性活躍推進協議会というのを追記したというところでございま

す。 

それから１の④は女性活躍推進法改正によりまして、一般事業主行動計画策定の義務化

の拡大が、次の４月から義務化が拡大されるということもありまして④を追加しておりま

す。 

それから「⑤ 企業における人財定着の促進」ってあるのですけれども。これは今まで書

いてなかったのですけれども、前のページの現状と課題のところ、申し訳ございません、１

回戻りますけれども、２２ページのところと３つ目の〇のところにあります女性が働き続

けられるような環境整備、働く意欲のある女性が働き続けられるようにということで、人財

定着の促進というのを１行、今回、追加させていただいたというのが１－⑤ということにな

ります。 

２３ページにまた戻りますけれども。「２ 女性の活躍への理解促進」というところでも、

あおもり女性活躍推進協議会を明記させていただきました。その他、あとは語句の整理とい

うことになるかと思います。 

２５ページでございます。「重点目標５ 農林水産業・自営の商工業等における女性の経

営参画」。こちらはほぼ語句の整理のみということでございまして、現状と課題も大きな変

更はございませんし、２６ページの施策の方向についても、ほぼ語句の整理だけで大きな変

更はないところでございます。 

２７ページ。ここから今度は「基本目標２ 安心して暮らせる社会づくり」に入ります。 

１つ目が重点目標６。この重点目標６のタイトルなのですけれども、こちらは随分事務局

でもいろいろ悩んで検討した結果、どう修正しようかと悩んだ結果、右端に書いてあります
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通り、結局は国の計画。国でも男女共同参画基本計画を作っておりますけれども、その計画

の分野の名称をそのまま参考にさせていただいて、こういったちょっと長いタイトルには

なりますけれども、重点目標６のタイトルをこのように書き換えさせていただいたという

ところでございます。 

現状と課題については、〇の２つ目に、これも新型コロナの関係で１行追加いたしました。

性別に基づく格差といった課題が一層顕著になっていますというようなことを１文書かせ

ていただいております。 

それから現状と課題の一番後の方の〇２つは、障害者であることや外国人であること

云々というようなことを書いておりますし、一番後の〇では性的マイノリティのことも１

文書いております。 

こういった現状と課題を踏まえての施策の方向でございます。まず１番のひとり親家庭、

これは現行プランの方では母子家庭というような表現があったのですけれど、ここをひと

り親家庭という表現に統一しております。 

２８ページの方にいきますと。現行プランでは性的マイノリティ、２の⑤ということで書

いておったのですけれども。これを独立しまして３番として用意いたしております、という

ところが大きな変更ということになります。 

続きまして２９ページ、重点目標７でございます。タイトルのところ、「重点目標７」と

いう５文字が抜けてしまっているかもしれませんね。見た目に左右のタイトルが随分違っ

ているように見えるかもしれませんが、タイトル変えていません。ちょっと文字が抜けてし

まっただけでした。 

現状と課題でございますけれども。〇５つ書いているうち、現行プランで３つ目に書いて

おります循環型社会とかゴミの関係を最後の方にもってきました。位置を入れ替えている

だけですね。ちょっと書きぶりは詳しく詳細な書きぶりになっているかと思いますけれど

も、位置の入れ替えというところが大きな変更になります。 

それを踏まえた施策の方向ということでは、１番がタイトルは地域で行われる様々な活

動という表現に、現状と課題に合わせて直したというところと。 

次の３０ページにいきますと、「２ 市町村における取組の促進」という項目がございま

す。現行プランでは①として基本計画の策定を促すというようなことを書いているのです

けれども、基本計画、これは一通り全部市町村で作ってしまいましたので、ここを削除した

というところが変更点ということになります。 

３１ページ、「重点目標８ 女性に対するあらゆる暴力の根絶」というところでございま

す。現状と課題、〇の１つ目でございます。現行プランでは文章として続けてＳＮＳなどと

いうことを書いていたのですが、これを独立させて下の方にもってきました。ＳＮＳに関す

る事項を下の方にもってきたという点。 

それから〇の３つ目のところ。これもまたカッコ書きで書いております。新型コロナの感

染拡大にともない、暴力の増加や深刻化が懸念されています。懸念だからいいのかなという
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ところもあるのですけれども、これについても確かなデータを持っているわけではないと

いうところでございます。なので、懸念という表現に留めているところではあります。 

その下がＳＮＳで、その下が職場におけるハラスメントを１つ独立した項目として現状

として書かせていただいております。 

最後の〇のところも表現をちょっと変えておりますけれども、「関係機関と連携して」「年

齢や性別に関わらず」というような表現を加えたものにしております。こういった現状と課

題を踏まえての施策の方向が３２ページということになります。 

３２ページ、施策の方向をちょっと変えております。現行プランでは「３ ストーカー事

案への対策」というのが１つ独立した項目としてあったのですが、これを「１ 女性に対す

る暴力根絶」というところに、たくさん並んでいるうちの１つとしてストーカー事案という

のも含めたというようなかたちになっております。 

さらにその１の⑤としてインターネット関連の文章も１つ追加しております。 

その下の２、ＤＶでございますけれども、こちら委員からの意見もありまして、ＤＶを受

けた本人だけではなく同伴した子どもへの保護・支援というのも大切ではないかというよ

うなことがございまして、そういった文言を文章の中に入れたのと、②として項目としても

１つ起こしたというものでございます。 

ちなみに現行プランであった「① ＤＶを許さない社会づくり」というのは、上の方の１

の「①女性に対する暴力を容認しない社会づくり」と重複しているということで、こちらは

上の方で読めるだろうということで削除したというものでございます。 

それから新しい項目として、「３ 性暴力・性犯罪被害者支援の強化」というものを含め

ております。１番で、そもそもそういう暴力などというものは起きないようにということで、

根絶を取り組むというふうにしておりますけれども。残念ながら、そういった事案が生じて

しまった場合の被害者支援に力を入れていきましょうということで、先ほど申しましたと

おり平成２９年にあおもり性暴力被害者支援センターというのができたということもござ

いまして、被害者支援の強化というのを１つの項目としてこちらに３番として掲げさせて

いただいたというところでございます。 

続きまして３３ページ、「重点目標９ 生涯を通じた男女の健康支援」というところでご

ざいます。２つ目の〇に新しく項目を追加しております。新型コロナ、これもまたコロナ関

係でございますけれども、「経済的困窮のなかで女性の健康問題が可視化され、大きな問題

となっています」という表現にしておりますけれども、右に書いてありますとおり、いわゆ

る生理の貧困というものが最近話題になっているところでございまして、それをイメージ

して書いたものでございます。 

それから〇の４つ目でございます。肥満者・喫煙者等々について書いておりますけれども、

こちら男女共にというふうに書き替えております。脚注として１９というふうに付けてお

りますけれども、下の方で見ますと男女共に全国と比較して高くなっているというような

状況がございます。それからまた４つ目の〇の最後の行の方に自殺率も全国的に見ても高



14 

 

いというようなところも現状分析として書かせていただいております。 

こういった現状と課題を踏まえて、３４ページの施策の方向ということになります。こち

ら、順番をいろいろ入れ替えておりました。現行プランの３番になります、知識の普及教育

というのを１番にもってきました。一番上にもってきまして、現行プランの１と２がそれぞ

れ２と３にズレて降りてきているという感じにはなるのですけれども。その改正案の２番

は女性特有の健康問題というような表現の仕方をしております。そして現行プランでは男

性の健康問題と書いていたところなのですが、これちょっと男性に限らないだろうという

ことで、改正案の３番では生涯を通じた男女の健康支援、皆、気を付けるべきだよねという

ことで、肥満・喫煙・飲酒・メンタルなどということを書かせていただいております。 

続きまして３５ページ、重点目標１０ということになります。これが基本目標ⅢからⅡへ

順番を入れ替えて前の方にもってきたものでございます。ですので、左側現行プランでは重

点目標１２となっておりましたけれど、今回、重点目標１０ということで順番的には上がっ

てきました。 

さらに表現としても防災の次に復興という言葉も入れました。 

現状と課題のところでございます。〇の４番目のところにコロナを追加しております。感

染症対策を踏まえた避難所運営というような取組も必須であるというようなことを書かせ

ていただいております。 

それからその次の〇のところについては、地域防災計画というのが県の方でも策定して

いるものがございまして、そちら地域防災計画と表現の整合性を取るということで、若干文

言を追加しているところでございます。 

こういった現状と課題を踏まえての施策の方向というのが３６ページということになり

ます。順番をちょっと入れ替えておりまして、現行プランの３と４を逆にしております。上

から順番に時系列になっているかなと思います。１番が平常時、２番が災害が起きたとき災

害時、３番はその災害からの復旧・復興と、４番としてそれら全てを通して男女共同参画セ

ンターの役割を明確化するというようなつくりになっております。 

続きまして３７ページ、ここから今度は「基本目標Ⅲ 男女共同参画社会の基盤づくり」

ということでございます。 

「重点目標１１ 男女共同参画の視点に立った慣行の見直し、意識の改革」、こちらのタ

イトルはそのままでございます。 

１番上の〇で、まず問題意識として、さまざまな取組が進められていますけれど、依然と

して社会全体が変わるまでには至ってないというようなことを１行付け加えさせていただ

きました。根強く固定的性別役割分担意識というのが残っているなということを書いてお

ります。 

それから〇３つ目のところに、追加でこちらも新型コロナウイルスのことを１行加えて

おります。 

それから現状と課題は次のページにまで続いておりまして、３８ページにいきますと、選
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択的夫婦別姓ということで書かせていただいております。こちらについては、今、大きな世

の中の動きとして記しておくべきかなと思いまして、事務局案として１項目付けさせてい

ただいておりました。中身としては国の動向を注視していくというような表現に留めては

おります。 

これらの現状と課題を踏まえた施策の方向ということでございますが。語句の整理だけ

で大きな変更はございませんけれども、最後の４番のところ、ＳＤＧｓに関するところをち

ょっと手厚く書かせていただいております。 

３９ページ、それが最後になります、「重点目標１２ 教育、メディアを通じた理解の促

進」。こちらについては現状と課題は語句の修正、整理のみということになりますし、それ

を踏まえた施策の方向としても特に大きな変更はございません。 

本当の中身のコアの部分はここまでで大体一通りなのですけれど、あと最後ちょっと何

枚か残っております。４１ページから「第３章 計画の総合的な推進」というところでござ

いまして、こちらは関係機関との役割分担でありますとか計画の進行管理というようなこ

とを書いているのですけれども。 

変えたところは４２ページの（５）に女性活躍推進協議会ということ、連携していくとい

うことを付け加えさせていただいたというだけでございまして、あと４４ページに至るま

であまり大きな変化はないということになっております。 

４５ページは「成果目標」、先ほどもご説明した成果目標でございますけれども、こちら

については今、国の計画を参考にしながら今現在検討中でございます。その次の４７ペー

ジ・４８ページの参考データの方も含めて、現在検討中でございます。成果目標については

毎年把握できる数字でなければ進捗状況を把握できないということもございますし、出来

上がったこのプランの中身に沿ったものにしたいというのもございますので、ある程度こ

のプランの素案が、概ね方向性が決まったなというところを見越したうえで目標を作って

いきたいなというふうに思っておりますので、現在検討中とさせていただきました。 

 あと資料３についてはご説明をいたしません。資料３というのは関連事業、県が行ってい

る事業を一覧として取りまとめたものでございますけれども、これはあくまでも今、作った

プランの素案の柱立てに沿って、今、令和３年度の事業を並べたらこうなるというものでご

ざいます。 

 資料３の上から２行目のところに※してラインを引いていましたけれども、令和３年度

のものを記載しています。この計画の柱立てというのが令和４年度からの計画ということ

になりますので、本来であれば令和４年の事業をまず載せるのがまず１回目ということに

なるのですけれども、皆様の検討の参考にしてもらえればと思いまして、現在実施している

令和３年度の事業を並べたらこのようになるという意味で参考資料として作ったものでご

ざいます。 

 以上で資料２・３の説明をさせていただきました。 
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（大矢会長） 

 ありがとうございます。大容量でだいぶお疲れだと思うのですが。 

 すいません、関連すると思いますので、「（４）の次期プラン事務局素案への意見等」につ

きましても、併せてご説明いただけますでしょうか。 

 

（事務局） 

 資料５というのがございます、縦長の資料で６枚ものでございますけれども、こちらは前

回の３月の審議会の時に時間が足りなくなってしまいまして、事務局もあまり熱が入って

説明をし過ぎたので時間を足りなくしてしまいました。その後、４月に書面とか電話とかで

皆様からお寄せいただいたご意見ということになります。 

 今回の事務局素案を作成するに当たって、こちらの意見を参考にして様々修正を加えた

ということになりますので、こちらは参考までにということで皆様にご覧いただければと

思います。 

 これとは別に資料６，横長の資料になりますけれども、こちらは今回、今日の資料を事前

に委員の皆様にお送りしましたところ、委員の皆様から素案に対するいけんを様々いただ

きました。それをこちらの資料６としてまとめておりますし、こちらについて審議会の委員

の皆様にはご議論をいただきたいと思うのですけれども、現時点での事務局の対応案とい

うことで右側の方に書かせていただいております。 

 簡単にご説明をしていきますけれども、資料６の１ページ目。左側に整理番号を上から順

番に通しで付けております。 

 整理番号①、こちらは資料２と併せて見ていただければと思います。資料２の該当ページ

は１ページとなっています。３枚目ということになりますでしょうか。下線部分の下から４

行目、コロナのところの記載です。「困難が深刻化しないような配慮」が求められるという

記載、「配慮」にとどまらず「対応」や「対策」も必要ではないかというご意見がありまし

た。 

 こちら、「配慮」という言葉を「対応」という言葉に修正するということを事務局の対応

案として考えているところでございます。 

 という形で、今、お手元の資料２には反映されておりませんけれども、今のところの事務

局の対応案をつらつらとお話していくことになります。 

 整理番号②、該当ページ２ページの６行目。２段落目の人口減少に関して書いているとこ

ろでございますけれども、人口移動統計調査は何年に発表された調査課、また発表年を記載

した方がよいのではないかというご意見がございました。 

 ここの文言を修正することを今、考えております。ここに書いておりますとおり、「また、

青森県人口移動統計調査において２０２０年の社会減数を５年前と比較すると、若者・女性

の県外流出に歯止めがかかっていない状況にあります。」という表現に直そうかなと思って

おります。ちなみに、その青森県人口移動統計調査というのは毎月実施されているものでご
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ざいまして、さらにこの記載というのは、皆様のお手元に配付しました青い冊子、青森県基

本計画プロモーション編、こちらの５ページでございます。 

 ５ページの左上に、課題１「若者・女性の県外流出」というタイトルで書かれております。

進学や就職を契機とした若者・女性の県外流出に歯止めがかかっていない状況という分析

がされております。実際、このグラフを見ますと、１８歳・２０歳・２２歳のところでガク

ンと減っている。さらに男性が緑、女性がオレンジというふうに見ますと、女性の方が男性

よりも外に出て行ってしまっているというデータがあるということでございます。こちら

を踏まえた表現にしているということでございます。参考にしていただければと思います。 

 続きまして資料６に戻ります。整理番号③、該当ページ３ページ。一番下のグラフですけ

れども、数字があったら記載をしたらいかがかということでございます。こちら、記載しま

す。漏れておりました。すいません。 

 それから同じく３ページ、「女性の働き方」と書いておりますけれども、このタイトル、

「性別にみた働き方」などとできないでしょうかというご意見がありました。こちらについ

て、女性の働き方というタイトル、ちょっと分かりにくいタイトルだったかなと思いまして、

女性の就業実態という言葉に修正するというのを、一つ、事務局の案として考えております。

こちらの項目は就業をしているか、それとも離職しているのかとか、正規なのか非正規なの

かと、そういった就業実態について記載している項目ということでございます。長時間労働

といった時間の使い方については別な項目、ワーク・ライフ・バランスの項目で議論される

話かなと思いまして、こちら「女性の働き方」を「女性の就業実態」と直すというのが事務

局案としております。 

 なお長時間労働のうち男性に限ったデータとか、本県の特徴的な案件については残念な

がら把握できていないという状況でございます。 

 整理番号⑤、該当ページは４ページとなっております。各種折れ線グラフで書いていると

ころでございます。県だけではなくて市町村の議会とか市町村の審議会の女性比率という

のも含められませんでしょうかというご意見でございます。こちら事務局案として、現状の

ままと考えております。こちらのページは県レベルでの政策決定過程の女性の参画状況を

表す、数ある中でも選んで絞ってきたというものであるというのが一つと、市町村議会の女

性比率とか市町村審議会の女性比率、こちらについては現行のプランにおいても参考デー

タということで把握し公表しているところであり、今後も同様の対応は可能でありますと

いうことを書いております。目標とか参考データというのは、先ほどご説明しましたとおり

検討中としておりますので、対応は可能ですという書き方をしておりますけれども、このあ

たりなどは事務局としては当然に把握していけばいいのかなと思ってはおります。 

 続きまして整理番号⑥、「基本目標Ⅰ 性別にかかわりなく云々」というところはいいん

だけれども、①から③にかけての表現が女性活躍の表現になっているように思われたとい

うご意見でございました。こちらについて事務局案としては現状のままと考えております。

本プランは男女共同参画基本法に基づく基本計画という位置づけもありますけれども、女
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性活躍推進法に基づく推進計画という位置づけもございますので、女性の活躍推進の表現

になっているというところはそのとおりなのかなと思っております。 

 整理番号⑦、１２ページ、「基本目標Ⅱ ①女性等であることで」というところ、「性別等

を理由に」と直せませんでしょうかということです。こちらについては修正したいと思って

おります。 

 整理番号⑧、１３ページ、「基本目標Ⅱ ②女性に対する暴力」を「性別に基づく暴力」

と修正できないかというご意見でございました。こちらについて事務局案としては、現状の

ままということを考えております。県民にも分かりやすい表現にすることが必要ではない

かなという思いを理由として書いております。 

 なお、男性、それから性的マイノリティに対する暴力、これも課題であるということは認

識をしております。ただ圧倒的多数かつ県民にも理解しやすいという意味で、身体的性差や

固定的性別役割分担意識に基づく暴力やハラスメント、こちらを表現として使った方が、

「女性に対する暴力」という表現を使った方が県民には分かりやすいのではないかという

のが一つの事務局の意見として書かせていただいております。なお国の基本計画において

も、当該項目は「女性に対する暴力」という表現を使っているところでございます。 

 整理番号⑨、２２ページに飛びます。１つ目の〇のところ、女性の転出。これは先ほどご

覧いただいた青い冊子と同じことでございます。そのデータを参考にしているということ

でございますので、皆様も参考にしていただければと思います。 

 整理番号⑩、２７ページの現状と課題の中で、「貧困の状況は男女で違いがあり、男性よ

りも女性の貧困率が高く」と書かれているところを「貧困の状況は性別による違いがあり、

例えば、男性よりも女性の貧困率が高く」というふうに修正できないかというご意見でござ

いました。こちら、修正案を書いております。その右の欄に誤りがありました、現状と課題

の２つ目と書いておりますけれども、３つ目の〇をここに書かれてあるとおり修正したい

というのが事務局案でございます。「貧困の状況は性別による違いがあり、男性よりも女性

の貧困率が高く」という形で修正するというのを事務局案と書かせていただきました。 

 同じく、資料６としては３ページに移ります。整理番号⑪、資料２はそのまま２７ページ

ということになります。現状と課題の最後の〇のところです。こちら、委員からの意見とし

て、真ん中あたりに「審議会でのご議論、ご再考をお願いしたいと存じます」ということが

書かれておりますが、まずは事務局としての対応案ということも書かせていただいており

ます。 

 こちらは、ご意見としては「性的マイノリティであることを理由として云々」というとこ

ろの書きぶりを変えてはいかがかというご意見でございました。ここについて、右の対応案

でございますけれども、「性的マイノリティであることを理由として困難な状況に置かれる

場合があることについては、人権の観点から理解の促進や取組が必要です」ということで、

今の素案では「理解の促進」だけが書かれておりましたけれども、「取組」という言葉も入

れるというのが事務局の対応案となっております。 
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 整理番号⑫、該当ページは２８ページということになります。いただいたご意見は施策の

方向２の①から④まで並んでいるところの最後の⑤として、「性的マイノリティの人が安心

して暮らせる環境の整備」というのを追加できないでしょうか」というご意見でございまし

た。事務局の案としては、現状のままとしますというものでございます。理由として、今行

った意識調査では、ＬＧＢＴという言葉や意味を知っている回答は５割程度で、非常に認識

が低い状態であります。まずはその理解の促進を重点的に取り組むというのが早急に必要

なことであり、一番大切なところではないかなという意見が事務局の対応案となっており

ます。 

 それから整理番号⑬、３０ページでございます。施策の方向２の①、男女共同参画基本計

画、現行プランの方では基本計画の策定で新規のがあったのを、全部策定してしまったので

削りますと先ほどご説明をしました。こちらについて、策定済みなのはそのとおりだとして

も、その策定と同じくらいそれを実施していくのが重要ではないかということで、１行追加

できないかというお話でございました。こちらについて事務局の対応案は現状のままとい

う案でございます。改正案のところをご覧いただきますと、２の市町村における取組の促進

のタイトルの下、文章で書かれているところに「基本計画に基づき、地域での男女共同参画

の取組を促進します」ということで、文章でもってそこはまず大前提として書いてあるとい

うことで、現状のままというのが事務局の案ということになっております。 

 続きまして整理番号⑭、該当ページは３１ページから３２ページ、「女性に対する暴力」

というのを「性別に基づく暴力」とできないでしょうかということ。これは先ほどございま

したものと同じように、県民にも分かりやすい表現ということを考えて「女性に対する暴力」

という表現をこのまま使わせていただきたいというのを事務局の案としております。 

 整理番号⑮、３２ページの施策の方向の１、女性に対する暴力根絶の取組の推進の１行目

に「売買春」というのが入っていますと。これは現行プランでは入っていないのに、なぜ追

加したのかというご意見でございました。こちらについては削除をすることを考えており

ます。というのは、その前のページの現状と課題のところでは、暴力として考えられる事例

として並べたものの中には売買春というのも入っております。これは現行プランにおいて

も、それから改正案についても同じく入っているのですけれども、こちら、３２ページの施

策の方向では現行プランでは入っておりません。今回、敢えてプラスする、変更をしたいと

いう意図までがあったわけではなく、前のページのものをただ参考にして書いたところ入

ってしまったところでございまして。かと言って、これは否定をするものではないのですけ

れども、敢えて現行プランを大きく変えるという意味合いを持ってまでの強い意志を持っ

て書いたものではないということで、削除するというのを事務局の対応案としたいと思っ

ております。 

 それから整理番号⑯、３３ページでございます。「生涯を通じた男女の健康支援」という

ところを「男女共同参画視点による生涯を通じた健康支援」に変更できませんでしょうかと

いうことでございます。こちらについては、まさに重点目標９のタイトルの話になります。
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３３ページの一番上の行、「重点目標９ 生涯を通じた男女の健康支援」、ここを事務局対応

案として「生涯を通じた健康支援」ということで、「男女の」という３文字を取るというの

を事務局の案としたいと考えております。 

 というのは、国の計画でも当該項目は「男女の」という文字は入っておりませんでした。

「生涯を通じた健康支援」というタイトルでございましたので、国の表現を参考に「男女の」

３文字を取るのを事務局の対応案としたいと思っております。 

 同じくこのページに関することで、整理番号⑰、飲酒、喫煙、肥満等は性的マイノリティ

の人たちにとっても問題になっているということで、表記についてご検討をいただけない

かということでございました。こちらも事務局対応案としては国の計画を参考にしまして、

３４ページの方になりますけれども、施策の方向の「３ 生涯を通じた男女の健康支援」と

書いておりましたけれども、ここの「男女の」という３文字を取るというのを事務局の案と

したいと考えております。 

 「なお」書きのところで、現状と課題のところについては、性的マイノリティの健康課題

についてのデータを把握しておりませんので、こちらの現状と課題の表現については「男女

の」という表現、「男女ともに」と書いてあるのですけれども、ここの表現はそのまま既存

の統計データを使っているためそのままの表記としたいと考えております。 

 続きまして整理番号の⑱、該当ページは３５ページでございます。要配慮者として、外国

人や性的マイノリティの人たちも明記してはいかがかというご意見でございます。こちら

について、現状のままというのが事務局の対応案でございます。先ほどもご説明をしました

とおり、地域防災計画との整合性をとった表現にしているところでございます。その地域防

災計画におきましては要配慮者というのが定義されておりまして、高齢者、障害者、乳幼児

その他の特に配慮を要する者を言う」という定義になってございます。この「その他」とい

うところには、外国人は含まれるのかなと解釈されるところでございますけれども、地域防

災計画において性的マイノリティについては要配慮者とはせずに、女性、男性、性的マイノ

リティと並べて、それらと同列で男女共同参画の視点を取り入れた対応という記載ぶりに

なっておりました。 

 ということで要配慮者の中に敢えて性的マイノリティを入れるという形にはしないとい

うのを事務局の案としております。 

 整理番号⑲、資料では３８ページになります。選択的夫婦別性について、県は国の動向注

視にとどまってよいのですかというご意見がございました。こちらについて事務局案とし

ては現状のまま。県としては国の動向を注視していくということにしております。 

 整理番号⑳、該当ページは資料２の４０ページとなります。施策の方向２の④のところで

ございます、行政が作成する広報、刊行物における「性差別につながらない表現の推進」と

書いてありますけれども、ここが性差別につながらない表現の推進に留まってよいのかと、

もう少し踏み込んだ書きぶりはいかがかというご意見でございました。こちらについても

事務局の案としては現状のままとしたいと思っております。「性差別につながらない表現」
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という文言については、当然に固定的性別役割分担意識等を解消するということが含まれ

ているのではないかなと考えているところでございます。 

 最後、整理番号㉑、資料２の順番としては戻る感じになりますけれども、３２ページ、３

８ページ、フォントの修正というのは斜体になっているところでございます。これは事務局

の修正ミスでございます。作業過程で斜体にしていた部分がございましたのを、そのまま直

さずに本日の資料にしてしまっておりました。特に深い意味はございませんので、それぞれ

斜体になっていた部分は直させていただきます。 

 以上、今回いただいた意見に対する事務局の考え方でございました。 

 

（大矢会長） 

 どうもありがとうございます。 

 なかなかボリュームがあって大変だろうと思うのですが。私自身もこれを全部ちゃんと

読み込んだかと言われると、首をかしげないといけないような状態でした。でも、今のご説

明を伺って、皆様の中でも腑に落ちたところ、あるいは逆にまた疑問になったところ等々あ

ると思うのですが。 

 何かご意見、ありますでしょうか。大澤委員、お願いします。 

 

（大澤委員） 

 大澤でございます。最後に資料の６ということで、各委員からいただいた意見のご説明を

いただき、非常に分かりやすくご説明をいただいたことについては感謝を申し上げたいな

と思っています。 

 気になった部分が何点かありましたので、お話をさせていただきたいと思うのですが。３

ページの真ん中の欄です。山下委員から出ておりました性的マイノリティの方の環境整備

の追加に対し、県の回答が現状のままと。ＬＧＢＴの調査の結果で、知っている回答が５割

程度であったと。理解の促進を重点的に取組みたいと考えているというご回答であります

が。 

 周りの受け止め方というのはそれぞれなのかなと思っておりまして。やっぱり５割とい

うのは非常に全国的には低い、理解がまだまだ県内では低い状況ということを踏まえると、

低いからこそ性的マイノリティの方を守る環境を県としても早期に対応しなければならな

いのではないのかなと。じゃあ、どの程度になったらその項目に追加をするのかという考え

が示されていない。６割なのか７割なのか８割なのか。それに向けての理解の促進というの

は継続的にやる部分であって、この少数派の方を守る対策を県としても推し進めることが

必要なのではないかなと受け止めさせていただいたところです。 

 引き続いて４ページ、一番下のところ、また山下委員の方から性的マイノリティのところ

のご検討ということに対し、青森県の地域防災計画と整合性をとった表記としますよと。た

だ、県の地域防災計画を定めている部署と、こういう意見が上がってきて、我々としては明
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記をしたいんだという変更を求める場面があったものなのか、一概にその計画の中味と整

合性をとらないといけないので変更はできないという考えなのか。そこを再度お話いただ

ければと思います。 

 ２点だけ、すいませんがよろしくお願いいたします。 

 

（大矢会長） 

 お願いします。 

 

（事務局） 

 それでは事務局からお答えいたします。 

 まず１点目のところでございます。３ページの、理解度が低いからこそ守るべきというお

話でございました。 

 これは５割が何割になったから変えるという具体的なものがあるのかというお話もあっ

たかと思います。そういうものはございませんが、そもそもの認識として性的マイノリティ

の方々が何でそんなに今、苦しまれているとすれば何で苦しんでいるのかというと、周りの

方からの理解が得られていないというところが最大の要因なのではないかなと。マイノリ

ティの方が安心して暮らせる環境というのは、すなわち周りの方が理解してくれる、それが

マイノリティの方にとって安心して暮らせる環境ということになるのではないのかなとい

うのが一番大きな思いではあります。 

 また次の項目ともつながるのですけれども、性的マイノリティの方、確かに今、非常に理

解が得られていないからこそ苦しんでいらっしゃると思うのですけれども。当事者の方か

らもお話は聞きましたが、皆様、特別扱いをしてもらいたいわけではないと。性的マイノリ

ティであるから特別に何かをしてほしいというわけではなく、普通の暮らしがしたいだけ

なんだというお話もありました。 

 そういうこともありますので、特別の環境を敢えて頑張って作るという場面が全くない

とは言いませんけれども、まずは普通に暮らせるように周りの方が理解してくれる環境、こ

れを作っていくということ。 

 次の問題にも関係するとお話をしたのは防災計画の方でございますけれども。要配慮者

というのは本当に弱い立場にあって、何かしらの具体的な積極的な施策を進めていかなけ

ればならない方、障害のある方であればバリアフリーにするとかになるわけですけれども。

防災計画においては性的マイノリティの方をそこまで特別扱いをするということではなく、

男性・女性・性的マイノリティと、３者横に並べて、これらの皆様に対して男女共同参画の

視点から適切に対応していきますという書き方をしているところ、これは防災所管部局と

私たちの方と事前にいろいろお話もしまして、そういった表現にしたというところがござ

いますので。地域防災計画が先にあって、そこに合わせなければならないというものではな

く、事前にいろいろ話をした結果、そういった表現が適切ではないかということで落としど
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ころをつけたというところでございます。 

 

（大矢会長） 

 よろしいですか。 

 こうした理由というので、特別視をするのではなく、まず理解を求めていくんだというこ

とだと思うんですけれども。 

 この問題は非常に難しいところでもありますし、現在、ある意味でホットイシューなとこ

ろでもありますので、気になることもおありかなと思うのですが。 

 山下先生、ご意見を出されておられましたけれども、全体的に何か、この修正ではなくて、

もう少しこうした方がいいんじゃないかとかいうご意見がありましたらお願いをします。 

 

（山下委員） 

ありがとうございます。大量の意見に対しておまとめいただいて、ご回答もありがとうご

ざいました。 

 ご回答、対応案に、現状のままというものもいくつかあるのですが、基本的に私も大澤委

員がおっしゃったことと同じことを申し上げたいと思います。ジェンダー平等も、人権も行

政が取り組むというときは促進だけでは不十分で、人権の促進と保護と尊重がセットにな

ると思うんです。取組を具体的に行う制度を作ることで理解促進が一気に進むことがあり

ます。理解の促進は永遠に取り組まなければならない事柄であって、次期プランでは、もう

少し踏み込んでいただきたいというのが全体的な思いです。積極的にご検討をくださいと。

修正をいただいたところもたくさんありますので、それは心から感謝を申し上げます。 

 大澤委員がおっしゃったことと重複をしてはいけないので、１つだけお願いを申し上げ

たいのは、重ねてですが、おまとめいただいた２ページの整理番号⑧の部分です。暴力に関

する部分ですが、これは今一度、同じことの再検討をこの場でお願いしたいと思います。 

 女性に対する暴力について、暴力の被害者の８割・９割が女性であるということは事実で、

大きな課題です。それは絶対に取り組まれなければならないことです。同時に、ジェンダー

に基づく暴力を、ずっと「女性に対する暴力」とだけ言い続けることは、その少数の中の少

数の人たち、例えば、男性の性暴力の被害者、それから性的マイノリティの被害者の人たち

を排除してしまうことにつながりかねません。女性に対する暴力はきちんと文言として残

していただくとしても、もう少し広く捉えていただきたいと。 

 私は、この点について、国の計画は不十分だと思っています。国の計画を参照していただ

きたい部分はありますが、同時に、国の計画を県としてそのまま取り入れればいいというわ

けではなくて、むしろ国の計画の不足のところを青森県で上回るような形で、積極的に策定

をしていただきたいと思っています。 

 すいません、長くなりました。ありがとうございます。 
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（大矢会長） 

 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。今すぐにお答えはなかなか難しいと思いますので、持ち帰って検討を

いただいても構わないかと思うのですけれども。 

 

（事務局） 

 ありがとうございます。そうですね、審議会の皆様のご意見をいろいろお伺いしたいと思

いますので、他の委員の皆様からもご意見をいただきたいと思うところでございますし、こ

ちらとしてもまた再度持ち帰って検討をしたいとは思っております。 

 ちなみに資料２の２８ページでございます、マイノリティについての具体的な施策の方

向を書いているところですけれども。性の多様なありかたに対する理解の促進ということ

で３番目の項目を作っておりますが、具体的な項目としては理解促進に限らず、実は③のと

ころで直接マイノリティの方に対する対策というのも想定したものは入れておりまして、

相談体制等を充実していくということも一つ盛り込んでいるところではあります。 

 理解促進だけということではないというところが、一応ありますということを申し上げ

たいと思います。 

 以上です。 

 

（山下委員） 

 ありがとうございます。 

 

（大矢会長） 

 それでは、この話題ももちろんそうなのですが、様々それぞれご専門の皆様がお集りでし

て、資料５を拝見した時に、こんなにいろんな問題があるんだと改めてドキッとしたんです

ね。 

 ですので、職場での問題であれ、それから特別誰かに雇われているわけではない、いわゆ

る自営業の方の中でも様々な問題があるかと思いますので、そういった働くという面、ある

いは普段の生活の面で、何かしらこういったことを考えた方がよいのではないかというご

意見がありましたら、是非伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

 三上委員、お願いします。 

 

（三上委員） 

 資料２の２２ページ、下から２つ目の〇のところですが。先ほどご説明くださった際に、

このコロナによって非正規雇用の女性に大きな不安をもたらしているかどうかというのが、

全国的にはそうだけれども青森ではそれほどデータがないということをおっしゃっていた

と思います。 
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 私、普段、職業訓練を担当させてもらっている中では、やはり女性で非正規で働いている

方の離職した割合が少しずつ増えてきていますので、ここは、表現は検討をする必要はある

かもしれませんが、是非載せていただきたいなと思いました。 

 以上でございます。 

 

（大矢会長） 

 どうもありがとうございます。迷っているところではないかと思います。ありがとうござ

います。 

 他に、今の話題について何か情報をお持ちの方はいらっしゃいますか。 

 資料５で皆さんからご意見を頂戴したのですけれども、ちょっとタイミングが悪くてご

意見を伺うことができなかったのか、福祉の里の小笠原委員、何かご意見等ありましたらお

願いできますでしょうか。 

 

（小笠原委員） 

 福祉の里の小笠原です。 

 私どもの法人は働き方改革推進企業の認証を受けているのですけれども。それはすごく

いいなと、私自身は思っているのですが。ただ、現場の意見として、やっぱり人がだんだん

減っているのが現状でして、そういった時に有休をとりたい環境であったのが、だんだんと

りづらくなっていくというのが今の状態なんですね。新しい人も入ってこないという現状

を考えると、もっと企業が元気に活躍できるような対策も採らないと、今働いている人たち

がつらくなっていくのではないかなと、一個人としては考えております。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。男女共同参画という枠組みを超えてですね。そのためにも企業に

活力がなければ人の働き方の改革にはつながっていかないというご意見かと思います。 

 

（小笠原委員） 

 人口減少の理由というのは様々あると思うんですけれども、なぜ女性の減少の幅が大き

いのかというのがちょっと私自身分からなくて。そういうところの情報があったら教えて

いただきたいなと思います。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。今の問いに対してお答えできる方、いらっしゃいますかね。 

 

（佐々木部長） 

 ２つ話があったと思うんですけれども。まず福祉ですとか医療の現場では、有効求人倍率
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というか求人に対する求職者、雇いたいという方は非常に多いんですけれども、それに応募

いただける方が少ないので、医療・福祉、それから建設といったところは今のコロナの状況

があっても常にそういう状態が続いています。 

 実は観光とかも同じだったのですが、観光の方はコロナの影響を受けまして求人が減っ

たので少し改善したというか、そういう状況があります。 

 雇用のミスマッチというお話になるかと思うのですけれども、そこは人材の育成からや

っていかなければいけないと、企業さん側の待遇改善ということで。例えば医療・福祉関係

は非常に以前から女性の活躍に取り組んでおられますけれども、今、建設業も非常に女性を

採用しよう、育てようということで必死に取り組んでいる状況がございます。 

 それからもう１つ、なぜ若い女性が県外に出て行くのかというのは、なぜ青森県の平均寿

命が短いのかというのと似ているかなと思っています。これはあくまで私個人の感想です

けれども、何か１つだけ理由があるというわけではないだろうということです。 

 ですので様々な方策を通じてできるだけ、一旦外に出たとしてもまた戻ってきていただ

きたいということで取組を進めていると。これは県政全般の一番大きな課題と考えていま

す。以上です。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。人材を育成するのはとても大変で。女性の人材バンクの登録者数

も伸び悩むというところも、やはり、清水委員でしたか、ご意見を寄せていただきましたけ

れども、育成も大変だし、そもそも今いる人が手一杯の状態になってしまって、これ以上は

勘弁してくれという状況になっていることを考えると、早急に人を育てていく、意識を変え

ていくということが必要なんだなと痛感しますね。じゃないと、いつまで経っても目標値を

全然達成できないと思いますので。 

 ありがとうございます。時間が厳しくなってしまったので、あと５分くらいください。 

 どうぞ。千田委員 

 

（千田委員） 

 まず、最初の目標、男女が分かち合い、支え合う青森県のところが、基本に返って、全て

の人が個人としてと、と変えたということは非常にいいなと、すごく思いました。本当に男

女共同参画の基本の部分が、自らの意思と選択なんですよ、そう思うし、個人というところ

でいくのは本当に原点ですごくいいと思いました。 

 あと全体を見て、他のところに比べると、山下さんの業績というか指摘もあるのですけれ

ども、随分マイノリティに踏み込んでいると全体として思いました。三重県で新たに『性の

多様性を認め合い、誰もが安心して暮らせる三重県づくり条例』を作ったなど全国的にも見

える化が進んでいますし、今回の県のプランは、そこのところに随分踏み込んでいるという

印象を持ってとても良いと思いました。 
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 そしてあとは、山下さんが指摘していた１３ページですけれども、本当に女性に対する暴

力、女性の方が割合が高いというのは、被害者が多いということを踏まえつつも、女性に対

する暴力というだけで切っていいのかと、とても難しい問題で、これからやっぱり議論をし

ていかなければいけないのかなと思いました。 

 あと、山下さんが指摘していました、これは売買春を入れたわけということですよね。そ

して、入れてはいけないという意味ではないんですよね。どうなんでしょうということがま

ず一つと。私の認識の中では女性に対する暴力の根絶、暴力の種類の中には売買春というの

は絶対に入っていて。入れた方がいいなというのを私は思っているところですけれども。 

 前は、じゃあなぜ入れなかったか、で、今回入ったのかというのは、国の女性に対する暴

力をなくす運動の中でも売買春は入っていますし。本当にこれはある問題だと、それこそマ

イノリティも含めてある問題だと思うので、入れた方がいいのではないかなと思いました。 

 以上です。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。全体として高い評価をなさっていますが、疑問ありということで

したので、事務局、疑問の部分をお答えいただけますでしょうか。 

 

（事務局） 

 売買春のところでございます。思わぬところで今、議題になって出てしまったなと思うん

ですけれども。 

 前回、なぜ入っていなかったかまでは、ちょっと深いところは分からないんですけれども。

私たちとしても売買春ということを配慮しないわけではない、当然に入ってくるものだろ

うと思っています。現行プランと比較をした時に、ただ目立っちゃうかなというのは気にな

るところで、県として新たに売買春に対する対策を何かしようとしているのかと言われる

と、今、具体的に思い描く何かがあるわけではない。絶対に必要な課題であり、必要なんだ

ろうけれども、具体に思い浮かばないために敢えて現行プランを変えるというところまで

気持ちを持っていけなかったと。正直に言うと、間違って入ってしまったというところなん

ですけれども。間違って入ったがために、今日、ここで目立つことになってしまいまして。

否定はしたくないのですが、かと言って積極的に踏み込むほどの気もないというところで

ございまして。 

 現状と分析のところには入っています。それも含めた女性への暴力。そして女性への暴力

ということを全体ひっくるめて根絶していきましょうという作りにはしているというとこ

ろではあります。 

 

（大矢会長） 

 よろしいですか。 
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（千田委員） 

 根拠が見つからないということですね。 

 

（大矢会長） 

 すいません、皆様から本当にいろんなご意見を頂戴したいのですが、時間をオーバーして

しまいましたので、申し訳ありません。新任のお二方に、本当に簡単で構わないのですが、

何かしらご感想とかご意見がありましたら、すいません、時間をオーバーして申し訳ないの

ですけれど。林委員からお願いします。 

 

（林委員） 

 短い時間なので、今、初めてこの会議に出てまいりました。 

 言葉一つひとつの意味合いというのが非常に重いことがあり、またその表現の仕方によ

って捉え方というのは変わってきますので、言葉を選ぶというところは重要な部分ではな

いかなと思っております。 

 私もまだまだ未熟ですので、いろいろと勉強をしていきます。 

 

（大矢会長） 

 どうもありがとうございます。すいません、急にお願いをしてしまいまして。 

 久保田委員、お願いできますでしょうか。 

 

（久保田委員） 

 今、林委員からもありましたように、文字にしてしまうと､本当は含意していることが伝

わらないということがありますので、言葉というのは誰が見ても誤解がないような言葉を

しっかりと選んで文章化していかなければならないということを、この場で痛感いたしま

した。 

 これから私ももっと勉強をしていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。他にも皆様、多分ご意見をお持ちの方がたくさんおられて、私た

ちも伺いたいと、皆さんが考えていることを伺いたいと思っていると思うのですけれど。限

られた時間となりましたので、大変申し訳ありませんが、ご意見がある方は是非メールか電

話かファックスかお手紙でも全然かまいませんので、送っていただくという形にしたいと

思います。事務局は、こちらでよろしいですか。 
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（事務局） 

 本当はこの場でいっぱいご意見をいただかなければならなかったのが、大変申し訳なか

ったと思います。いつでも、電話でもメールでも、あらゆる手段でもってご意見をいただけ

ればと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。また多分事務局から、このご意見でいい？とか、こういうことで

すか？と問い合わせがあるかもしれないと思いますので、その際にはよろしくお願いいた

します。 

 そうしましたら最後に今後のスケジュールについて説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

 お手元の資料４という１枚ものの紙がございます。スケジュール表でございます。 

 本審議会は、今日、７月の第１回目ということでございますけれども、今後、第２回、第

３回と、あと２回予定しております。８月の下旬に第２回、１２月中旬に第３回。 

 今日、ご審議いただいた素案につきましては、この後、女性活躍推進協議会の方にも意見

照会をしまして、いただいたご意見を反映することで原案という形になります。この原案を

改めて皆様にご審議をいただくのが８月下旬ということになります。 

 ここで再度、いただいたご意見を反映させますと、やっとこれがパブリックコメント用の

原案となります。この時点で県民の皆様にもお披露目されるということになります。パブリ

ックコメントの期間を踏まえた後、今度は１２月に諮問・答申という形でもって、最終的な

審議会の皆様からのご意見を答申という形でいただくということになります。いただいた

答申を庁内組織であります男女共同参画推進本部で最終決定をいたしまして、２月に公表

をするという流れになってございます。 

 ということで、皆様にはあと２回ご議論をいただく場面があるということと、まだ今日の

段階のものは県民の皆様の目に直接触れるものではございませんけれども、次の審議の後、

１０月には県民の皆様にもお披露目をするという形で広くご意見をいただいていくことに

なります。 

 こういったスケジュール感で進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

（大矢会長） 

 ありがとうございます。 

 それでは以上で本日の議事を全て終了となります。皆様、どうもありがとうございました。 

 では事務局に進行をお返しします。 
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（司会） 

 大矢会長、委員の皆様、どうもありがとうございました。 

 最後に青少年・男女共同参画課長の小坂からご挨拶を申し上げます。 

 

（課長） 

 青少年・男女共同参画課長をしております小坂と申します。 

 本日は大変長い時間、いろいろとご意見をいただきましてありがとうございました。また、

こちらの説明が長くて、皆様からご意見を聴きとれなかったのは申し訳ありません。 

 先ほど、議長の方からもお話がありましたとおり、随時、メール・電話等でご意見を伺っ

ておりますので、どしどしいただければと思います。 

 先ほどスケジュールの方で申し上げましたけれども、これから原案を作成する作業に入

りまして、また来月の下旬に皆様方にお集りいただきます。ご多用中のところ大変恐縮でご

ざいますが、引き続きよろしくお願いいたしたいと思います。 

 本日は大変お忙しいところ、ありがとうございました。 

 

（司会） 

 これをもちまして令和３年度第１回青森県男女共同参画審議会を閉会させていただきま

す。本日は誠にありがとうございました。 

 


